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研究成果の概要（和文）：我々は、脳内のGnRH1、GnRH2、GnRH3ニューロンのそれぞれが特異的にGFPを発現する遺伝子
組換メダカを作り、それらを生きたまま可視化した。神経回路を保ったままの丸ごとの脳をin vitroに保ち、顕微鏡下
で単一のGFP標識GnRHニューロンからの自発的な神経活動や神経修飾・伝達物質に対する神経応答を記録することによ
り、それらの機能を生理学的に解析した。また、脳下垂体からの生殖腺刺激ホルモン放出をモニターできるような遺伝
子改変動物を作成してホルモン放出の調節機構を解析した。これにより、進化の過程で多様な機能をもつに至った、Gn
RHペプチド神経系の機能に関する理解が飛躍的に深まった。

研究成果の概要（英文）：We generated GnRH1, GnRH2, and GnRH3 GFP-transgenic medaka to visualize each neuro
n in a whole brain in vitro preparation. We recorded spontaneous electrical activities and responses to va
rious neurotransmitter/neuromodulator substances and analyzed their physiological functions. We also gener
ated a transgenic medaka for monitoring the release activity of pituitary gonadotropic hormones and analyz
ed the central mechanisms of hormone release. Our research achievements enabled us to understand the multi
ple biological functions of GnRH peptidergic neurons that are based on their evolutionary history.

研究分野：

科研費の分科・細目：
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、申請者らが従来魚類脳の特徴を

活かして世界をリードしてきた多機能性ペ

プチド GnRH を産生する３種の異なる GnRH

ニューロン系の機能に関する研究を、トラ

ンスジェニックメダカを対象とした高度な

電気生理記録技術や最新のニューロン特異

的光学的破壊・イメージング、行動中の動

物におけるテレメトリーや遠隔電気刺激、

等の最先端の技術を導入して研究すること

により飛躍的に発展させようとするもので

ある。 
 
２．研究の目的 

メダカの利点を活かし、神経内分泌性

GnRH ニューロンの電気生理学的性質、単

一細胞でのチャネルや受容体の遺伝子発

現、および分泌の調節機構に関して、脊椎

動物一般に通用する機構を解明する。 
 
３．研究の方法 

我々は、脳内の GnRH1、GnRH2、GnRH3

ニューロンのそれぞれが特異的に GFP を

発現する遺伝子組換メダカを作り、それら

を生きたまま可視化した。神経回路を保っ

たままの丸ごとの脳を in vitro に保ち、顕微

鏡下で単一のGFP標識GnRHニューロンか

らの自発的な神経活動や神経修飾・伝達物

質に対する神経応答を記録することによ

り、それらの機能を生理学的に解析した。

また、脳下垂体からの生殖腺刺激ホルモン

放出をモニターできるような遺伝子改変動

物を作成してホルモン放出の調節機構を解

析した。 
 
４．研究成果 

進化の過程で多様な機能をもつに至った、

GnRH ペプチド神経系の機能に関する理解が

飛躍的に深まり、以下のような多数の研究成

果の発表に至った。 
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